
平成29年度沖縄県総合福祉センター指定管理者制度運用委員会議事概要

（平成28年度指定管理者制度モニタリング検証結果）

１．日 時：平成29年７月26日(水）14:00～15:10

２．場 所：沖縄県総合福祉センター 東棟４階 402研修室

３．出席者

沖縄県総合福祉センター指定管理者制度運用委員会委員５名中全員出席

（委 員）ソーシャルワーク専門学校、沖縄アカデミー専門学校講師 砂川 恵良

（委 員）公認会計士・税理士 安里 清榮

（委 員）浦添市シルバー人材センター理事長 翁長 盛正

（委 員）沖縄県母子寡婦福祉連合会事務局長 比嘉 美智子

（委 員）うちなーミニトランポリンクラブ代表 尾尻 孝子

（進 行）生活企画統括監

（事務局）福祉政策課 福祉支援監 福祉支援班主幹 担当職員

（指定管理者）総務企画部長、担当職員

４．検証対象

沖縄県総合福祉センター指定管理者である沖縄県社会福祉協議会の平成28年度指定管理

運営に係るモニタリング結果の検証

５．検証方法

（１）事務局の現地モニタリング結果の報告

（２）主な質疑・意見

①指定管理者の収益について

・指定管理者の収益はあるか、残額が繰越に充てられているので、儲けになっていないの

ではないか。

→運営費のその他の項目において、本部会計に繰り出しをしおておりますので、社

会福祉協議会の利益として捉えているところであります。

・経営分析指標について記載されているのは繰越であり、前年度繰入金も考えると

マイナスではないか。

→単年度でみると赤字となっている状況でございます。トータル 5年間の契約で黒
字の状態になるべきだと考えておりますが、このままの状況が続かないように黒

字化の方策について協議していきたいと考えております。



②管理コストについて

・経営分析指標について利用者あたりのコスト、自治体コストとありますが、理想

的なコストというようなものはありますか。

→県の類似の指定管理者施設のデータがあり、客観的なデータとはなりえないとは思いま

すが、単純に比較すると総合福祉センターは高くない状況ではあります。

③設備の故障について

・東棟の3階トイレのジェットタオルが故障して修繕が必要だと思いますが、計画を立てて

いるのでしょうか。

→当初修繕の手配を進めておりましたが、部品が廃番になっているとのことなので、

新たに購入に向けて手続きを行っているところです。

④事業計画について

・施設稼働率の実績が、事業計画比の 100％を超えている一方で利用者数使用料収
入は下がっている、計画の立て方について見直す必要があるのではないか。

→計画の立て方について指定管理者と検討していきたいと思います。

⑤施設のＬＥＤ化について

・光熱費 18,763,326円かかっているが、ＬＥＤ化についてどう考えているか。
→ＬＥＤの導入について、電気代は安くなりますが機器の交換費用も考慮すると明

らかに安いという状況でないため、ＬＥＤ化については今後状況を見ながら検討

していきたいと思います。

⑥アンケート結果について

・職員の対応や施設を利用した感想について、昨年より評価が良くなっている。指

定管理者が頑張っている。又駐車場不足も改善されている。

⑦施設管理について

・大雨の時にゆいプラザに水が溜まり池のようになったことがあるが、どういう状

況ですか。

→地下の雨水タンクとの関係で雨水の排水がうまくいっていない。詳細を確認した

上で、必要があれば予算等の措置を行いたい。

（３）検証結果

モニタリングシートの検証結果について、おおむね良好とされた。上記意見については指

定管理者と協議を行いながら、今後の業務に反映させていくこととした。

(４) 来年度の運用委員会までの調査検討事項

・決算書の表記方法を工夫する。

・大雨時の排水計画について状況の確認を行う。
















